





















































（social model of disability）」という考え方で、これが「障害学」の軸である。第二のア


























る UPIAS（「反隔離身体障害者連盟」）による 1976 年の分類や、DPI（「障害者インターナ
ショナル」）の 1982 年の分類である。それに対して、「医学モデル」つまり、「障害」を「個
人の身体の損傷に起因する」という従来型の見方は、WHO（世界保健機構）による 1980
年の ICIDH（「損傷・障害・ハンディキャップの国際分類」）にも見られる。この WHO の
分類は、障害者運動や障害学による批判を受けて書き換えられている。しかし「社会モデ
ル」を統合したという 1999 年の第二版（通称 ICIDH-2）3についても、いまだにそれが、
障害とその原因に関する個人的かつ医学的な見方を保持しているという批判がある


























































































ストーンはまず、1967 年から 78 年までの間に西洋 7 カ国（西独、仏、伊、蘭、スウェー





































































































































































































































3 ICIDH-2 は、正確には「ベータ 2 案」と呼ばれる草案であり、2001 年 5 月の WHO 総
会で ICF（「国際生活機能分類」）として採択された。 



































Albrecht, G. L. [1992] The Disability Business London: Sage 
Albrecht, G. L. & Bury, M. [2001] “The Political Economy of Disability Marketplace”   
in Albrecht, Seelman, Bury. (ed) [2001]. 
Albrecht, G. L., Seelman, K. D. & Bury, M. (ed) [2001] Handbook of Disability Studies 
Sage Publications 
Barns, C. & Mercer, G. [2003] Disability Polity press 
Barton, L. (ed) [1989] Disability and Dependency Falmer Press 
Hurst, R. [2000] “To revise or not to revise,” Disability and Society, 15(7) 
Morris, Jenny. [1991] Pride Against Prejudice Women's Press 
Oliver, M. [1989] “Disability and Dependency: A Creation of Industrial Societies?” in 
Barton, L. (ed) [1989]. 
―― [1990] The Politics of Disablement London Macmillan 
Shakespeare, T. (ed) [1998] The Disability Reader: Social science Perspective 
Continuum 
Stone, D. A. [1984] The Disabled State, Temple University Press 
Wolfensberger, W. [1989] “Human Service Policies: The Rhetoric Versus The Reality” in  
Barton, L. (ed) [1989]. 





























【付記】本稿は、日本医学哲学・倫理学会『医学哲学 医学倫理』第22 号（2004 年）に
掲載されたものである。 
